
氷見市行政改革推進市民懇話会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 市の発展と市民サービスの一層の向上を目指して、市民の幅広い意見を反映し

た簡素で効率的な行政を推進するため、「氷見市行政改革推進市民懇話会」（以下「懇

話会」という。）を設置する。 

（役割） 

第２条 懇話会においては、次に掲げる事項について、意見又は助言を求める。 

⑴ 行政改革の基本的な方針に関すること。 

⑵ 行政改革の進捗状況に関すること。 

⑶ その他行政改革の推進に関し、市長が意見又は助言を求める必要があると認める

事項 

（組織） 

第３条 懇話会は、委員２０人程度で組織する。 

２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから市長が依頼する。 

⑴ 市政について優れた識見を有する者 

⑵ 市内の各種団体等の代表者 

⑶ 市内の民間企業等の代表者 

⑷ 市内の労働関係団体の代表者 

⑸ 市民から公募した者 

（任期） 

第４条 委員の任期は原則１年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場合にお

ける補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第５条 会長及び副会長は、市長が委員のうちから指名する。 

２ 会長は、懇話会の進行をつかさどる。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 会議は、市長が招集する。 



２ 市長は、必要と認めるときは、関係者の出席その他必要な協力を求めることができ

る。 

（専門部会） 

第７条 懇話会に、専門の事項について意見又は助言を求めるため、専門部会を置くこ

とができる。 

２ 専門部会は、市長が指名した委員で組織する。 

３ 部会長及び副部会長は、専門部会に属する委員のうちから市長が指名する。 

（庶務） 

第８条 懇話会の庶務は、総務部総務課において処理する。 

（委任） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、懇話会及び専門部会の運営に関し必要な事項は、

市長が定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成１５年４月２４日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成１７年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

 


